
都
市
整
備
課
（
内
線
５
９
５
）

中
山
地
域
事
務
所
総
合
窓
口
課
（
☎
９
６
７
ー
１
１
１
１
）

双
海
地
域
事
務
所
総
合
窓
口
課
（
☎
９
８
６
ー
１
１
１
１
）

市
営
住
宅
補
欠
入
居
者
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
２１
年
度
市
営
住
宅
補
欠
入
居

の
希
望
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
今
回
の
募
集
は
、
平
成
２２
年
３
月

３１
日
ま
で
の
間
に
空
家
と
な
り
、
入
居

可
能
と
な
っ
た
住
宅
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
募
集
対
象
住
宅

○
本
庁
地
区
…
鳥
ノ
木
団
地
、
新
川
団

地
、
安
広
団
地
、
鹿
島
住
宅

○
中
山
地
区
…
竹
之
内
団
地（
２
戸
）、

門
前
住
宅（
２
戸
）、
寺
尾
団
地
、
豊
岡

団
地
、
泉
町
三
住
宅
、
泉
町
団
地
・
門

前
団
地〔
特
公
賃
〕（
１
戸
）

○
双
海
地
区
…
夕
や
け
団
地
、
双
海
団

地
、
星
住
宅
、
あ
か
ね
団
地
、
二
瀬
団
地
、

下
灘
団
地
、
清
流
団
地〔
特
公
賃
〕（
２
戸
）

※（　

）内
は
１
月
１
日
現
在
の
空
家
数

■
家
賃

　

入
居
者
の
所
得
や
対
象
住
宅
の
立

地
条
件
、
規
模
、
建
築
経
過
年
数
な
ど

に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
申
込
資
格

○
伊
予
市
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
方

○
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

○
現
に
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
有
る
方

○
所
得
が
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
基

準
に
合
っ
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
に
あ
っ
て
は
、
特
定

優
良
賃
貸
住
宅
法
に
定
め
る
基
準
に

合
っ
て
い
る
方（
※
所
得
基
準
に
つ
い
て

は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

○
そ
の
他
、
公
営
住
宅
法
及
び
特
定
優

良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

る
法
律
に
適
応
す
る
方

○
入
居
申
込
者
及
び
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
あ
る
場
合
に

は
、
入
居
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※
満
６０
歳
以
上
の
方
は
、
単
身
で
申
し
込

み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
一
部
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
満
６０
歳
未

満
の
方
も
単
身
で
申
し
込
み
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
選
考
方
法

　

伊
予
市
営
住
宅
管
理
条
例
に
基
づ

き
選
考
し
ま
す
。（
※
母
子
、
高
齢
者
、
心

身
障
害
者
世
帯
等
に
つ
い
て
は
、
入
居
順

位
に
つ
い
て
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。）

■
申
込
受
付
期
間

　

２
月
１０
日
㈫
～
２０
日
㈮（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
執
務
時
間
）、
都
市
整
備

課
、
中
山
・
双
海
地
域
事
務
所
総
合
窓

口
課
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

伊予市ファミリー・サポート・センター

「マミ♡サポ」講習会のお知らせ

■まずは会員登録

・おねがい会員（依頼会員）…センターで登録

・まかせて会員（提供会員）…講習を受講後に登録

・どっちも会員（依頼・提供会員）

…講習を受講後に登録

※入会申込書は、市内の公共施設に置いています。

■講習会日時

日　時 内　　容

２／１７
（火）

１０：００～
１２：００

子育て支援者の役割について

１３：００～
１５：００

子どもの食育について

２／２０
（金）

１０：００～
１２：００

乳幼児に起こりやすい事故と
応急処置

１３：００～
１５：００

ファミリー・サポート・センター
の役割と期待するもの

■場所　伊予市中央公民館第１・２会議室

■問い合わせ　

伊予市ファミリー・サポート・センター「マミ♡サポ」

事務局（子育て支援センター内、☎９８２－０４０６）

　野生鳥獣による農作物被害が拡大しています。

特に中山間地域では、イノシシによる被害が深刻

化しています。

　協議会では、下記のとおり講演会を開催します。

どうすれば鳥獣被害が少なくなるのかを学べる

チャンスです。ふるってご来場ください。

■日時　２月１０日（火）１０：００～

■場所　中山地域事務所２階大会議室

■内容

　演題「獣害・なぜ増える、どう防ぐ（仮題）」

　講師 井上 雅央さん（独立行政法人農業・食品産業

技術総合研究機構近畿中国四国農業研究センター）

※鳥獣被害に遭われている方、どなたでもお聞きいた

だけます。

■問い合わせ　伊予市鳥獣害防止総合対策協議

会事務局（伊予市産業経済課内、内線５７１）

しせい
  ニュース

伊予市役所☎９８２－１１１１（代）

中山地域事務所☎９６７－１１１１（代） 双海地域事務所☎９８６－１１１１（代）

広報いよし(11)

講演会開催のお知らせ

「 獣害・なぜ増える、どう防ぐ」



しせい
  ニュース

⑬
●ネットワークビジネスって、もうかるの？

　友人に「新しいビジネスに参加しよう」と誘

われている。人を紹介して商品を売ると、バッ

クマージンが入る。その会員がまた別の人を

勧誘して会員を増やすと、その分も自分にお金

が入るので、後は何をしなくてももうかるとい

う。そんなにうまい話があるだろうか…。

《ひとこと助言》＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　マルチ商法とは、正式には「連鎖販売取引」

といいます。会員を増やすことが収益につな

がるため、強引な勧誘が行われやすく、消費者

トラブルを引き起こすことが多い商法です。

楽して簡単にもうかるビジネスなどありませ

ん。勧誘時や金銭上のトラブルで大切な友人

関係が悪化する可能性もあります。

■相談窓口　消費者相談窓口（産業経済課内）

　　　　　　 ☎９８２－１１１１（内線５７３）

※毎週月・水・金曜日は、専門の相談員が対応します。

　 「降り込め詐欺」警戒中！他人事ではありません

＝２月の市税納期＝

■問い合わせ　会計課（内線５４８・５４９）

納  期  限 口座引落日

固定資産税
（第４期）

３月２日（月） ２月２７日（金）
国　保　税
（第８期）

今月の市税の納期は次のとおりです。

納期限までに必ず納めましょう。

乗らなくなったバイクを
そのままにしていませんか？

　軽自動車税は、毎年４月１日現在において、ナンバー

の登録がある軽自動車・原付・小型自動二輪車の所有

者に対して課せられます。

　乗らなくなった車両がある場合は、３月末までにナ

ンバーの返納手続きをしてください。

　車両の譲渡があり、名義変更をしていない方も、同

様に手続きをしてください。

■問い合わせ　税務課（内線５３１）

ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

広報いよし (12)

自衛官募集相談員が決まりました

　昨年１２月１６日、市長室で自衛官募集相談員の

委嘱式が行われました。

　自衛官募集相談員は、自衛官志願者に対し、自

衛隊に関する情報提供や地域での広報などの募

集事務について援助・活動を行っています。

髙市　忠さん（稲　荷）☎９８３－４３５９

豊川　修さん（下吾川）☎９８２－３８６７

栗原　稔さん（下吾川）☎９８２－３１３４

橘　三郎さん（上　野）☎９８２－１２７１

谷本 俊克さん（中山町中山）☎９６７－０５４２

吉野 幸明さん（双海町串）☎９８７－０１５７

　

市
が
定
め
る
「
伊
予
市
第
２
期
障
害

福
祉
計
画（
案
）」
に
つ
い
て
、
伊
予
市

意
見
公
募
手
続
制
度
に
基
づ
き
、
計
画

案
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
次
の
と
お

り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
公
募
し
ま

す
。

■
政
策
等
の
名
称

「
伊
予
市
第
２
期
障
害
福
祉
計
画（
案
）」

■
意
見
の
提
出
時
期

　

２
月
９
日
㈪
～
３
月
２
日
㈪
、
８
時

３０
分
～
１７
時
３０
分
の
執
務
時
間
中

■
閲
覧
場
所

・
伊
予
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー

・
中
山
・
双
海
地
域
事
務
所
の
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー

・
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w
w

w
.

city.iyo
.lg.jp

）

■
意
見
の
提
出
方
法

　

直
接
持
参
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル

■
意
見
の
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課（

９
８
３
ー
３
３
５
４
、
Ｅ

メ
ー
ル fukushi@

city.iyo
.lg.jp

）

福
祉
課
（
内
線
５
５
６
）



水 道 の 休 日 当 直 当 番 業 者

◆土・日曜日、祝日の上水道、簡易水道、条例水道の緊急業

務（簡易な修理は除く。）は、次の当直水道指定工事事業

者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

２

１㈰ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

７㈯ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８

８㈰ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

１１㈬ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

１４㈯ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０

１５㈰ ㈲二宮水道工業 下吾川 ９８３－２８１９

２１㈯ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

２２㈰ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

２８㈯ ㈲升田金物店 出　渕 ９６７－００６７

３

１㈰ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

７㈯ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

８㈰ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

※業者への依頼は、８：００～１７：００の時間帯にお願いします。

※水道メーターから宅地内側の修理は、すべて有料です。

シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（１２月末日現在）

１２月 累計 前年比

侵 入 盗 ０件 ９０件 ＋２４件

自 動 車 盗 ０件 ６件 ± ０件

オートバイ盗 ０件 ２３件 ＋１１件

自 転 車 盗 ５件 ８１件 ＋３１件

車 上 ねらい ３件 ６３件 ＋２３件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（１２月末日現在）

１２月 累計 前年比

発　生 ２０件 １８３件 －５９件

死　者 ０人 ６人 ＋１人

傷　者 ２５人 ２２９人 －７９人

国
民
年
金
を
受
給
さ
れ
る
方
へ

裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

　

年
金
は
、
受
給
資
格
を
満
た
し
た
か

ら
と
い
っ
て
、
自
動
的
に
受
け
ら
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
て
年
金

を
受
け
る
場
合
に
は
、
受
給
者
と
な
る

本
人
が
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
手
続

き（
裁
定
請
求
）を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
と
き
に
必
要
と
な
る
届
出

書
が
「
裁
定
請
求
書
」
で
す
。
こ
の
届
出

書
を
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
で
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
分
で
請
求
す
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
り
、
忘
れ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
社
会
保
険
庁
で
は
、

年
金
加
入
記
録
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
要
件
が
確
認
で
き
た
方
に

対
し
て
、
年
金
加
入
期
間
等
を
あ
ら
か

じ
め
印
字
し
た
「
裁
定
請
求
書
」
を
、
年

金
支
給
開
始
年
齢
に
達
す
る
３
か
月

前
に
、
本
人
宛
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

送
付
対
象
者
は
、
年
金
の
受
給
資
格

が
あ
り
、
６０
歳
及
び
６５
歳
で
受
給
権
が

発
生
す
る
方
で
す
。
ま
た
、「
裁
定
請

求
書
」
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
・
年
金
加
入

履
歴
等
が
あ
ら
か
じ
め
印
字
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

内
容
を
よ
く
確
認
し
て
、
裁
定
請
求

す
る
際
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
裁
定
請
求
の
際
に
注
意
す
る
こ
と
】

　
「
裁
定
請
求
書
」
は
、
３
か
月
前
に
送

付
さ
れ
ま
す
が
、
裁
定
請
求
書
の
提
出

日
、
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
等
の
発
行
日

に
つ
い
て
は
、
受
給
権
発
生
日（
誕
生

日
の
前
日
）
以
降
に
な
り
ま
す
の
で
、

間
違
わ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

裁
定
請
求
書
が
事
前
に
送
付
さ
れ

な
か
っ
た
方
は
、
社
会
保
険
庁
で
年
金

の
受
給
資
格
が
確
認
で
き
な
か
っ
た

方
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
カ
ラ
期
間

を
加
算
す
れ
ば
受
給
で
き
る
方
も
い

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
カ
ラ
期
間
と
は
、

○
昭
和
６１
年
３
月
以
前
に
配
偶
者
の
扶
養

で
あ
っ
た
期
間（
現
在
の
第
３
号
）

○
平
成
３
年
３
月
以
前
に
学
生
で
あ
っ
た

期
間

○
昭
和
３６
年
４
月
以
降
の
２０
～
６０
歳
の
海

外
在
住
期
間

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
松
山
西
社
会
保

険
事
務
所（
☎
９
２
５
ー
５
１
０
５
）又

は
健
康
保
険
課
へ
。

広報いよし(13)



皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
２０
年
中
の
火
災
発
生
・
救
急
出
場
状
況
報
告

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

■伊予市管内の火災と救急出場件数（１２月末日現在）

種別 １２月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 ０

０

本庁 １１

１４中山 ０ 中山 ２

双海 ０ 双海 １

救急出場

件 数

本庁 １３５

１７２

本庁 １，２７１

１，７１２中山 １３ 中山 １８４

双海 ２４ 双海 ２５７

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

火
災
発
生
状
況

　

平
成
２０
年
中
に
お
け
る
伊
予
市
の

火
災
件
数
は
１４
件
、
損
害
額
は
約
３
，

０
０
０
万
円
で
し
た
。
昨
年
と
比
較
す

る
と
、
件
数
は
２
件
減
少
、
損
害
額
も

約
６
，６
０
０
万
円
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

出
火
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
３

月
に
発
生
し
た
建
物
火
災
で
は
、
１
人

（
高
齢
者
）の
方
が
逃
げ
遅
れ
で
亡
く
な

り
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
の

火
災
統
計
に
よ
る
と
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
傷
者
は
、
建
物
火
災
の
約
９
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
原
因
の

約
６
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
、

高
齢
者（
６５
歳
以
上
）の
割
合
が
約
６

割
を
占
め
ま
す
。

　

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不

注
意
か
ら
発
生
す
る
も
の
が
大
半
で

す
。
尊
い
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■平成２０年中の火災発生状況

区　分 平成１９年 平成２０年 前年比

件　数 １６ １４ △２

損害額（千円） ９６，４８２ ３０，４３２ △６６，０５０

建

物

件　数 １１ １０ △１

焼損面積（㎡） １，８８６ ２８１ △１，６０５

焼損表面積（㎡） ２１ １１ △１０

損害額（千円） ９６，２８６ ２８，３７６ △６７，９１０

林

野

件　数 ０ ０ ０

焼損面積（a） ０ ０ ０

損害額（千円） ０ ０ ０

車

両

件　数 １ ２ １

損害額（千円） ２０ １，９１４ １，８９４

船

舶

件　数 １ ０ △１

損害額（千円） １７６ ０ △１７６

そ
の
他

件　数 ３ ２ △１

損害額（千円） ０ １４２ １４２

り災世帯数 ３ ５ ２

り災人員 １１ １４ ３

負傷者 ０ ２ ２

死　者 ２ １ △１

※平成１９年の地区別内訳は、本庁地区１２件、中山地区２件、

双海地区２件です。

※平成２０年の地区別内訳は本庁地区１１件、中山地区２件、

双海地区１件です。

■出火原因と件数

原　因 件　数 原　因 件　数

ストーブ ３ 焼却炉 １

こんろ ２ 煙突 １

たばこ ２ 不明 ２

排気管 ２

たき火 １ 計 １４

救
急
車
の
出
場
件
数

　

平
成
２０
年
中
の
救
急
車
の
出
場
は
、

１
，
７
１
２
件
で
１
，
６
２
７
人
を
搬

送
し
ま
し
た
。
伊
予
市
民
の
約
２５
人
に

１
人
が
救
急
車
を
利
用
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

救
急
車
は
、
だ
れ
で
も
要
請
さ
え
す

れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

一
部
で
は
「
救
急
車
で
病
院
に
行
く
と

早
く
診
て
も
ら
え
る
」
と
思
い
込
み
、

救
急
車
に
頼
ら
な
く
て
も
良
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
軽
い
症
状
の
方
や
「
急
を

要
す
る
病
気
で
は
な
い
が
、
ど
こ
の
病

院
に
行
け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
安
易
な
要
請
が
多
く
み
ら
れ

る
た
め
、
出
場
件
数
増
加
の
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
生
命
に
か
か
わ
る
傷
病
者

の
搬
送
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
も
あ

り
ま
す
の
で
、
緊
急
性
の
な
い
軽
い
ケ

ガ
や
病
気
の
と
き
は
、
利
用
を
控
え
る

な
ど
、
１
１
９
番
す
る
前
に
、
自
家
用

車
や
タ
ク
シ
ー
が
利
用
で
き
な
い
か
、

今
一
度
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

しせい
  ニュース

広報いよし (14)


